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Cat.No. E01-05-A

渦流量計
Vortex Shedding Flow Meter

概　要
渦流量計は、機械的な可動部がなく広いレンジアビリ
ティーを有している高精度で安価な流量計です。渦検
出センサは高感度の磁歪センサを使用しています。

特　長
・機械的な可動部がないため耐久性が非常に優れています。
・高感度な磁歪センサ使用のため低流量から高流量まで広
いレンジアビリティです。

・流量に比例したパルス出力のため積算が容易です。
・磁歪センサは直接測定流体に触れないため感度変化がな
く、又機械的可動部がないためメンテナンスはほとんど
不要です。

・管路部に脆弱な部分がないため安全性に優れています。
・広い温度範囲で測定可能です。
・高精度です。
・圧力損失は比較的小さな値です。

ＮＶ５渦流量計構造

ＮＶ５渦流量計の渦発生体は、矩形状をなしており、側面に
は渦の発生に伴う圧力変化を導入するスリットを開口していま
す（図）。このスリットを通して検知管に伝えられた渦の圧力は
検知管上部に取り付けられた磁歪センサから歪として検出され、
外部へ出力されます。磁歪センサは、非常に高感度であり渦発
生の有無を検出するセンサとしては適しています。
このような測定原理からセンサは測定流体に接液せず、渦発

生体、検知管は強固に流量計本体に固定でき、機械的可動部が
無いため、長期間高い信頼性を保つことを可能としました。

１ 変換部

２ 検知管

３ 磁歪センサ

４ 渦発生体

５ フランジ管

６ 渦

口径３５０mm以下の水取引用積算体積計及び
口径４０mm以下の温水取引用積算体積計は、
計量法により特定計量器に指定されており、検
定付でなければ取引には使用できません。�
本流量計は検定対応となっておりませんのでご
注意下さい。�

ご注意�！�

    科华工控
 www.gzkehua.com 广州江南大道中108号6楼
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渦流量計の原理

製作仕様１

流れに挿入された柱状物体の後方には、千鳥状に規則的な渦が発生します（図２）。この渦はカルマン渦と呼ばれ、挿入された柱状
物体の幅をｄ、流体の流速をｖ、発生する渦の周波数をｆとすると次式の関係が成り立ちます。

ここで、Ｓｔはストローハル数と呼ばれる柱状物体固有の無次元数で、図１に示すようにレイノルズ数のある範囲においてほぼ
一定の値をとります。
このため渦周波数ｆと流速ｖは正比例し、渦周波数ｆから流速ｖを知ることができます。またこの関係式には圧力温度等に依存

する項が含まれていないことから渦周波数ｆと流速ｖの関係は、流体の圧力、温度等に影響を受けず、正確な測定ができます。

ｆ＝Ｓｔ・ ｖ
ｄ

測定流体：
水、液体（但し粘度、比重による）

使用環境：
通常の状態において、引火・爆発の原因となるような可
燃性ガス、または液体の存在のない場所

フランジ：
ＪＩＳ１０ＫＲＦ、ＪＩＳ１６ＫＲＦ、ＪＩＳ２０ＫＲＦ、
ＡＮＳＩ１５０ＲＦ

口　径：
４０～３５０mm

精　度：
パルス出力
±１％計測値（推奨直管長の場合）
±２％計測値（測定可能直管長の場合）
アナログ出力
フルスケールの±１．５％

圧力範囲：
０．１～４MPa
（フランジ定格まで）

液体温度範囲：
－２０℃～２２０℃

使用周囲温度：
０℃～６０℃

構　造：
防滴構造

材　質：
本体　口径１００Ａ以下、Ｓ２５Ｃ＋ＳＵＳ３０４（Ｓｃｈ４０）
本体　口径１２５Ａ以上、Ｓ２５Ｃ＋ＳＴＰＧ３８（Ｓｃｈ４０）
渦発生体　ＳＵＳ３０４
検知管　ＳＵＳ３２９ ＪＩ（２相ステンレス）

電　源：
２４ＶＤＣ±１０％又は１５ＶＤＣ
（但し１５ＶＤＣ用はＣＭ９、ＦＭ９、ＮＺ５０との組合せの
場合のみ）

質　量：
約５kg～約１３５kg

図１ 図２

渦発生体� 検知管�
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製作仕様２
出　力：
未補正オープンコレクタ出力（基本機能）
最大印加電圧　３５ＶＤＣ
最大負荷電流　５０ｍＡ

積算体積補正オープンコレクタ出力（オプション）
最大印加電圧　３０ＶＤＣ
最大負荷電流　１０ｍＡ

積算体積
補正リレー出力（オプション）
接点容量 ３０ＶＤＣ１Ａ max.
（抵抗負荷） １１０ＶＡＣ０．３Ａ max.
パルス幅１００ｍｓ以上（平均１５０ｍｓ）
アナログ出力（オプション）
４～２０ｍＡＤＣ
最大負荷抵抗　５００Ω
＊補正パルス　下表参照

表　示：
流量表示 ４桁ＬＣＤ表示
積算体積表示 ６桁ＬＣＤ表示
停電保証時間１０時間
（但し内部カウンタのメモリ機能のみ）
＊＊表示単位　下表参照

口径ごとの使用流量範囲、レンジアビリティ、概略メータ係数：

口 径（mm） 使 用 流 量 範 囲
（m3／h） レンジアビリティ 概略メータ係数

（Liter／Pulse）
補正パルス出力単位＊

（m3／Ｐ）
流 量 単 位＊＊

（m3／h）
積算体積表示単位

（m3）

４０ ４～３０ １／８ ０．０２７ ０．１ ０．１ ０．１
５０ ５～５０ １／１０ ０．０５６ ０．１ ０．１ ０．１
６５ ７～８０ １／１１ ０．１１ ０．１ ０．１ ０．１
８０ ８～１００ １／１２ ０．１８ ０．１ ０．１ ０．１
１００ ９～１８０ １／２０ ０．４０ １ １ １
１２５ １２～２４０ １／２０ ０．７７ １ １ １
１５０ １８～３６０ １／２０ １．３０ １ １ １
２００ ３５～７００ １／２０ ３．０ １ １ １
２５０ ８０～１０００ １／１２ ５．８ １０ １０ １０
３００ １５０～１５００ １／１０ １０．４ １０ １０ １０
３５０ １８０～１８００ １／１０ １４．５ １０ １０ １０

使用流量範囲は水の場合です。

口径ごとの圧力損失線図：

（注）実線は使用流量範囲を示します。
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接続フランジと最大使用圧力の関係：

接続フランジ 最大使用圧力
ＪＩＳ１０ＫＲＦ １ＭＰａ
ＪＩＳ１６ＫＲＦ １．６ＭＰａ
ＪＩＳ２０ＫＲＦ ２．５ＭＰａ
ＡＮＳＩ１５０ＲＦ １．５ＭＰａ
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＋� －�

⑥� ⑦�

補正オープン※２�
コレクタ出力�

※３�

⑧� ⑨� ⑩�

GND

パルス出力�
（リレー接点）�

＋� －�

①� ②�

電　源�
（24VDC）�

＋�

③�

未補正オープン�
コレクタ出力�

※１�
＋� －�

④� ⑤�

アナログ出力�
（4～20mADC）�

（注）※１、※２、※３は付加仕様です。�

（b）結 線 図�（a）出力端子台�

形 番
口 径 寸 法 質 量

（約kg）Ａ Ｂ Ａ Ｂ Ｃ

ＮＶ５□－０４０ ４０ １１／２ ３３０ １６０ ４４０ ５
－０５０ ５０ ２ ３２３ １８０ ４３０ ９

－０６５ ６５ ２１／２ ３１８ ２００ ４２８ １１
－０８０ ８０ ３ ３１５ ２２４ ４３７ １２
－１００ １００ ４ ３６４ ２５０ ５４０ １６
－１２５ １２５ ５ ３６１ ２８０ ５４４ ２２
－１５０ １５０ ６ ３４３ ３１５ ５２４ ２７
－２００ ２００ ８ ３８７ ３５５ ６４５ ４０
－２５０ ２５０ １０ ４３０ ４００ ７４０ ７５
－３００ ３００ １２ ４７０ ５００ ８３０ １０５
－３５０ ３５０ １４ ４８０ ６００ ８７０ １３５

・質量は接続フランジＪＩＳ１０Ｋの場合です。

端子配列：

４０Ａ～１２５Ａ １５０Ａ～３５０Ａ

外形寸法
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配管要領

渦流量計は一般の推測式流量計と同様に、管内の流速分布の影響を受けます。このためＮＶ５渦流量計の前後に測定流体の流れを
乱すバルブ、エルボ等があると、渦の発生に影響して精度を悪化させることがあります。従って、バルブ、エルボ等をＮＶ５渦流量
計前後に配置する場合、次表の推奨直管長、測定可能直管長に示すような直管長を必要とします。
推奨直管長は、ＮＶ５渦流量計本来の性能を確保するのに必要であり、この直管長で±１％の精度が得られます。またＮＶ５渦流

量計の設置場所等の状況により配管状態に制約を受け、推奨直管長の確保ができない場合、測定可能直管長まで直管部を短くするこ
とができます。但し精度±２％となります。尚、測定可能直管長による配管をする場合は、前後の配管状態を当社までご連絡下さい。

推奨直管長・測定可能直管長：

配 管 状 態
推 奨 直 管 長 測定可能直管長
上 流 側 下 流 側 上 流 側 下 流 側

エルボがある場合 １５Ｄ以上 ５Ｄ以上 ５Ｄ ３Ｄ Ｄ：配管口径
２つのエルボが水平にある場合 １５Ｄ 〃 ５Ｄ 〃 ８Ｄ ３Ｄ
２つのエルボが垂直にある場合 ２０Ｄ 〃 ５Ｄ 〃 １０Ｄ ３Ｄ
同心レジューサがある場合 １０Ｄ 〃 ５Ｄ 〃 ５Ｄ ３Ｄ

ゲートバルブがある場合
全 　 開 １０Ｄ 〃

５Ｄ 〃
５Ｄ
８Ｄ

３Ｄ
半開以上開ける １５Ｄ 〃

エルボがある場合 ２つのエルボが水平にある場合 ２つのエルボが垂直にある場合

同心レジューサがある場合 ゲートバルブがある場合

Ｌ：直管長

（注）・直管部は、できるだけＳｃｈ４０をご使用下さい。
・所定の直管長より短い場合は、規定の精度になりません。
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設置及び取扱い上の注意

１．ＮＶ５渦流量計の配管に際しては前述の配管要領を熟読し、
調節弁や温度測定用感温部等流れを乱すものは、渦流量計
の後流側に設置して下さい。またパッキンは配管内にはみ
出さないように注意して下さい。

２．取付け場所は、取りはずし及び保守点検が
容易に行えるよう周囲に充分なスペース
を確保し著しい振動が渦流量計に加わ
らぬよう配慮して下さい。また周囲温
度は０℃～６０℃を超えないようにし
て下さい。

３．本流量計は、雨水のかかる場所や直射
日光の当る場所への取付けは避けて下
さい。

４．強磁場、強電場、電源ノイズ等の影響のあ
る場所への取付けは避けて下さい。

５．本流量計に断熱材を施す際は、点検等に支障のないよう容
易に断熱材が取りはずせるようにして下さい。また検出部
より上には断熱材を施さないで下さい。

６．本流量計の取付け姿勢は任意ですが縦配管にし
た場合、出来るだけ下から上へ測定流体を
流して下さい。また本流量計に無理な力
が加わらないように取付けて下さい。

７．本流量計の上流側直管部前にストレー
ナを取付けて下さい。尚ストレーナ
に断熱材を施す場合は、スクリーン
が容易に取りはずせるようにして下
さい。

８．配管新設の際、配管内のフラッシングを
充分行って下さい。この場合、メータを保

護するため渦発生体を取りはずして熱媒体を
流して下さい。

（下図配管例参照）

バイパス�

直管部� 直管部�

感温筒�

渦流量計�

ゲート�
バルブ�

ストレーナ�

標準配管例

直管部� 直管部�

感温筒�閉塞フランジ�

流量計アセンプリ�

ゲートバルブ�

簡略配管例
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□�

関連機器

ＦＭ９流量変換器
ＦＭ９変換器は、ＮＶ５渦流量計と組合わせて集中冷暖房のプラント、サブステーション及びビル空調の流量管理、制御等にご利
用できます。詳細はＦＭ９変換器のカタログを参照下さい。

ＮＶ５渦流量計との構成

ＣＭ９熱量演算部
ＣＭ９演算部は、ＮＶ５渦流量計と組合わせる事により、省エネルギー、公害防止などに有効な集中冷暖房の消費熱量管理用に、又
エネルギープラント、ビル空調等の制御及び熱管理用等のいわゆる積算熱量計としてご利用になれます。詳細はＣＭ９積算熱量計の
カタログを参照下さい。

ＦＭ５流量変換器構造と原理

積算体積
流量信号をスケーラーに入れ、１パルスの体積値の変
換を行い、これを電磁カウンタで積算表示及び出力し
ます。

流　量
流量信号は、周波数－電流変換回路により流量に比例
した電流信号（４～２０mADC）で出力されます。
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形番構成 ご用命に際しては、形番及び各仕様をご指定下さい。

（注：本機種において×印の桁には仕様項目がありませんが、ご用命の際は×でご指定下さい。）

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

××

13

×

14

×

15

N V 5

１５ ドキュメント

０ ナシ

１ アリ
（ご希望のものを別途ご指示下さい。）
提出図、取扱説明書、検査要領書
ミルシート、標準成績表（１個１部）
トレサビリティ体系図、校正証明書
基準器検査成績表、強度計算書
立会検査

選択仕様渦 流 量 計 付加仕様（オプション）

１２３ 口径

０４０ ４０Ａ

０５０ ５０Ａ

０６５ ６５Ａ

０８０ ８０Ａ

１００ １００Ａ

１２５ １２５Ａ

１５０ １５０Ａ

２００ ２００Ａ

２５０ ２５０Ａ

３００ ３００Ａ

３５０ ３５０Ａ

接続

１ ＪＩＳ１０ＫＲＦフランジ

２ ＪＩＳ１６ＫＲＦフランジ

３ ＪＩＳ２０ＫＲＦフランジ

６ ＡＮＳＩ１５０ＲＦフランジ

９ その他

４ 材質

１ 標準

９ その他

５ 電源

１ ２４ＶＤＣ

Ａ １５ＶＤＣ
（但し１５ＶＤＣ用はＣＭ９、ＦＭ９、
ＮＺ５０との組合わせの場合のみ）

６ 出力形式

１ 標準

５ 表示付

８ 積算体積オープンコレクタ出力

０ ナシ

５ ０．１ｍ3／Ｐ

６ １ｍ3／Ｐ

７ １０ｍ3／Ｐ

９ 積算体積リレー出力

０ ナシ

５ ０．１ｍ3／Ｐ

６ １ｍ3／Ｐ

７ １０ｍ3／Ｐ

１０ アナログ出力

０ ナシ

１ ４～２０ｍＡＤＣ

１１ 流量レンジ（アナログ出力）

１ ０～使用最大流量（ｍ3／ｈ）

９ その他
※但し、スパンは使用最大
流量の５０％以上のこと

形 番
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